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苫小牧市しらかば地域包括支援センター

令和 7年1月15日発行

ケアセンター し ら か ば の 郷

　令和 6 年 12 月 1日に樽前地区にありますデイサ－ビスセンタ－樽前慈生園並びに樽前慈生園居宅介護支
援事業所を苫小牧市明徳町に移転オ－プン致しました。
　当初は、苫小牧市の委託事業として平成 7 年 9 月に事業を開始。平成 12 年 4 月には介護保険制度により、
苫小牧市の委託事業が廃止となり、今日に至るまで独立採算性による事業を展開して参りました。
 しかし、苫小牧市内においては法人系、民間系を含め大小さまざまなデイサ－ビス事業所が運営されている
中で、郊外にあるデイサ－ビスセンタ－樽前慈生園は、利用者様が長時間バスに揺られた後にサ－ビスを利用
することから敬遠されがちであり、居宅介護支援事業所においても同様に、事業所から相談先までの経路に
時間を要しておりました。
　そのため、一昨年、今後の事業の方向性について「事業の廃止、継続、移転」など含め検討し、社会福祉
に情熱を向けた初代の故郡司理事長の思いをくみ取り、事業の継続と今後の事業運営を視野に入れ、市内明
徳町に事業所を移転する運びとなりました。
　移転先となる明徳町は、コメリ、ツルハ、ア－クス（旧ビッグハウス）など、西部地区の商業地であり、交通
アクセスも申し分ない、立地環境にあります。
　この度の事業所移転を機に、デイサ－ビスセンター樽前慈生園から「逢える」に名称を変更いたしました。「逢
える」には、週 1 回或いは週 2 回それぞれの地域から送迎バスに揺られて来られる利用者様が「馴染みの人に
逢い、そして語らい、入浴、運動などを通じて 1日をくつろいで頂きたい」との想いを込めております。また、
居宅介護支援事業所も併設しており、介護保険サ－ビスを含めた各種相談に、ケアマネージャーが対応いたし
ます。どうぞ気軽にご利用・ご相談下さい。お待ちしております。　　　　　　　　　　　　　　　 敬　具

デイサービスセンター並びに居宅支援事業所移転オープン
社会福祉法人  苫小牧慈光会

理事長　松　神　繁　俊

デイサービスセンター 逢 え る

樽前慈生園 居宅介護支援事業所
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初めまして ! デイサービスセンター 逢える です !

☆明徳で素敵な出逢いを☆

廊 下
手洗い場

静養室

玄 関

ホール 脱衣室

その日の体調に
合わせ、静養室
で過ごすことが
できます。

ホールは食事・レクリエーショ
ン・余暇活動等、多目的にご
活用頂いています。また、複
数のソファー、小上がりスペー
スがございますのでゆっくり
とお寛ぎ頂けます。お気軽に
ご活用下さい。
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初めまして ! デイサービスセンター 逢える です !

☆明徳で素敵な出逢いを☆

デイサービスセンター 逢える
〒059-1273  苫小牧市明徳町２丁目24番９号

TEL:０１４４‒６８‒３２８８　FAX：0144-82-7103
☆ 見学・体験利用をご希望の方は、ご連絡下さい ☆
☆ 職員一同、お待ちしております！☆ 
　　　　　　　　お気軽にお問い合わせ下さい！

管理者：高橋幸司　

トイレ

営業日／月曜日～土曜日（祝祭日も営業）8：45 ~ 17：15
サービス提供時間／ 10：00 ~ 16：00
休　日／日曜日、12月 31日、1月 1日

スペースが広く手摺
りが設置されている
ため、車椅子・歩行
器を使用している方
でも安全・安心にご
利用できます。

浴 室

サービス内容･料金表
０８：４５　送　迎
０９：４５　園到着・水分補給
１０：００　朝のご挨拶・バイタル測定
１０：１５　入　浴
１２：３０　昼　食（まごころ弁当そら）
１３：３０　余暇活動（カラオケ・脳トレ）
１４：３０　ラジオ体操・各種体操・レクリエーション
１５：１５　おやつ
１５：５５　帰りのご挨拶
１６：００　送　迎

【【ごご利利用用料料金金表表：：要要介介護護認認定定でで要要介介護護１１かからら要要介介護護５５ままででのの認認定定をを受受けけらられれたた方方】】  

※通所介護サービス費 １割負担の方 （１回あたりの利用料金） 

項 目 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

基本料金 ６７８円 ８０１円 ９２５円 １,０４９円 １,１７２円 

加
算
料
金 

入浴加算 ４０円 

サービス提供体制 

強化加算Ⅰ 
18 円 

介護職員等処遇改善

加算Ⅲ 
食費を除いた１ヶ月の利用料金の合計に８．０％加算 

食事代 5５0 円 

合 計 １,２８６円 １,４０９円 １,５３３円 １,６５７円 １,７８０円 

・送迎を必要とされない場合は、片道４７円基本料金から減算となります。 

 

 

 

【【ごご利利用用料料金金表表：：要要介介護護認認定定でで要要支支援援１１、、要要支支援援２２のの認認定定をを受受けけらられれたた方方】】  

※通所型サービス費 １割負担の方 （要支援１から要支援２までの方の１ヶ月あたりの利用料金） 

項 目 要支援１ 要支援２ 

基本料金 １,７９８円 ３,６２１円 

加
算
料
金 

サービス提供体制

強化加算Ⅰ 
７２円 １４４円 

介護職員等処遇改

善加算Ⅲ 
食費を除いた１ヶ月の利用料金の合計に８．０％加算 

合 計 １,８７０円 ３,７６５円 

 

食事代 ５５０円 × 利用回数分 

  

  

※※介介護護負負担担割割合合証証ににおおいいてて、、22 割割、、３３割割負負担担のの場場合合ももごござざいいまますす。。  
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一般浴は少人数でゆった
りとご入浴頂ける環境と
なっております。車椅子
を使用の方、歩行に不
安を感じる方は機械浴
で安全にご入浴頂けま
す。シャンプーや石鹸、
タオル、バスタオル等は
ご用意しております。
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　食欲の秋ですね♪ コロナ禍で行えずにいましたが、しらかばの郷では外食ツアー（ランチ）を再
開！！ この度、お寿司を食べに行ってきました。
「絶対に食べる！！」と決めていた品々を、専用タブレットで次々に頼んでいきます。「やった～！！」
と満面の笑みで　パシャリ☆彡
食べたい物をご自身でセレクトし、大満足の一日となりました！！　また行きたいですね (̂ _-)-☆

　去る 11 月 12 日に令和 6 年度苫小牧市青少年表彰式が行われました。青少年表彰については、
「市内に居住する 15 歳以上 28 歳未満の方を対象とし、その行動が優秀で他の模範となる青少年
を表彰する」として苫小牧市にて行われているものです。
　この度、当法人からは樽前かしわぎ園に勤務する藤田生活支援員が受賞いたしました。

お寿司ランチ

樽前かしわぎ園

しらかばの郷

令和６年度　苫小牧市青少年表彰
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　昨年に引き続き、今年も慈光園では家族交流会を行いました。昨年は 8 月の実施となり猛暑の中
での開催となりましたが、そんな反省（？）を踏まえ今年は 10 月13 日に開催しました。
　過ごしやすい気候の中で、ご家族をお招きし樽前慈光園の正面玄関前にテーブルを並べ、ジンギ
スカンやエビ・ホタテ等の海鮮、デザートにはシャインマスカットが出てきて、皆様「とてもおいしい」
と舌鼓を打っていました。おいしい料理の他、今年はビンゴ大会を行いました。最後まで盛り上がり、
ご家族との交流行事を満喫されていました。

慈 光 園家 族 交 流 会
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樽　前
慈生園

樽　前
慈光園

樽　前
かしわぎ園

しらかばの郷

　令和6年という年を振り返ると、なんだかあっという間に駆け抜けていったような感じがします。
　元旦に発生した石川・能登地方の最大震度7の地震。「陸の孤島」と呼ばれ救助や支援の手がな
かなか届かない中、さらに大雨による被害があり、現在も苦しい生活を余儀なくされている方も多く
いると聞きます。日本に元気と勇気をくれたニュースと言えば、オリンピックでの日本の活躍も記憶
に新しいですが、やはり大谷翔平選手の「５０－５０」達成＆ＭＶＰ受賞が挙げられると思います。
野球に詳しくない人でも、大谷翔平の事は知っている。そんな世の中になっているのではないかと思
います。また、新紙幣発行等、数えればキリがないほどいろいろな事がありました。令和7年が皆様
にとって良い1年であることを切に願っております。
　昨年1年間、皆様方には大変お世話になりました。当法人の運営につきまして、様々なご支援・ご
協力賜り心からお礼申し上げます。本年も何卒よろしくお願い申し上げます。

１月　新年交礼会、新春ゲーム大会、ビデオ上映＆喫茶コーナー
２月　節分豆まき、室内ゲーム大会、ビデオ上映＆喫茶コーナー
３月　誕生会（1月～3月生まれ)、室内ゲーム大会、ビデオ上映＆喫茶コーナー

１月　新年会（誕生会）
２月　節分
３月　誕生会、生活懇談会
４月　誕生会
毎月　カラオケの日、麻雀の日、喫茶コーナー、映画鑑賞会

１月　新年会
２月　節分
３月　ひな祭り
４月　季節メニュー（春）
毎月　各ユニットにて誕生会・レク実施

２月　節分
毎月　誕生会

※ 写真につきましては、ご本人様及びご家族様の了承を得て掲載しております。

2025年
1月

4月
～

行
事
予
定

当法人・施設に対しましてたくさんの善意をいただ
き厚く御礼申し上げます｡

（令和 6 年 11 月 22 日）盛 興 建 設 ㈱ 様

寄 附 金

I♡人コマ
広報誌編集担当の
お気に入り


